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〈論文内容の要旨〉
自閉性障害児のコミュニケーションの特徴であるエコラリアは、発話の表面的な意味と自閉性
障害児が込めた真の意味とが事離しており、他者一般への慣用性がないため、非慣用的言語行動
と呼ばれている。この特徴によって、他者は自閉性障害児の非慣用的言語行動を理解することが
困難となり、関わり手と白閉性障害児のコミュニケーションの困難につながる。本研究では、非
慣用的言語行動には、対人的相互反応が認められない機能から、他者へ意図を伝達する機能まで、
多くの機能特性があることを実証的に示し、これらの非慣用的言語行動の機能特性に基づき、関
わり手と自閉性障害児のコミュニケーションを促進する方略について検討した。
第 I 部では、国内外における非慣用的言語行動に関する先行研究の動向を示し(第 1 章)、先行
研究で未検討であった観点を明確にし、非慣用的言語行動に関する研究の課題について検討した
(第 2 章)。第 E 部では、非慣用的言語行動の機能特性について検討した(第 3 ・ 4 ・ 5 章)。第E
部では、関わり手による非慣用的言語行動の理解内容と理解過程について検討した(第 6 ・ 7 章)。
そして、第W部では、総合的考察を行い、今後の課題を示した(第 8 章)。
第 1 章では、非慣用的言語行動に関する先行研究を、①機能特性を明らかにした研究、②介入
方略を検討した研究、③生起関連要因を明らかにした研究、といった 3 つの視点から整理した。
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第 2 章では、先行研究における未検討課題として、非慣用的言語行動の機能特性に対する関わ
り手の理解内容・理解過程について検討する必要性を挙げた。先行研究の多くでは、関わり手と
自閉性障害児のコミュニケーションの困難を、自閉性障害児の非慣用的言語行動に帰属している
が、関わり手を含めた関係論的視点によって捉え直すことの必要性を指摘した。
第 3 章では、非慣用的言語行動の機能の発達過程について検討するために、自閉性障害児の保
護者を対象として面接調査を行なった。その結果、継続する傾向を示す機能や消失する傾向を示
す機能があることが明らかとなり、仮説的な段階モデ、ルが提唱されるにとどまっていた先行研究
の知見に対して、新たな発達モデルが実証的に示された。
第 4 章では、自閉性障害児が非慣用的言語行動の機能を利用することによって、関わり手との
コミュニケーションを促進していく過程について検討した。自閉性障害児と関わり手の対人的相
互作用を観察した結果、対人的相互作用の段階によって利用される非慣用的言語行動の機能が異
なっていることが明らかとなった。この結果から、関わり手が対人的相互作用の段階によって非
慣用的言語行動を積極的に利用していくことの有効性について指摘した。
第 5 章では、関わり手による先行発話の種類(高・低制約発話)と非慣用的言語行動の機能と
の関連を検討した。自問性障害児と関わり手の発話を観察した結果、先行発話の種類によって生
起する非慣用的言語行動の機能が異なることが明らかとなった。このことから、非慣用的言語行
動を利用したコミュニケーションを行う場合、関わり手の発話を調整することの重要性を指摘し
た。
第 6 章では、関わり手の非慣用的言語行動に対する理解内容について、自閉性障害児の生活年
齢や非慣用的言語行動の発達段階との関連を検討した。自閉性障害児の保護者を対象とした調査
の結果、生活年齢によって、非慣用的言語行動を抑制するニーズ、をもつこと、また、発達段階に
関わらず非慣用的言語行動を積極的に利用することが、自閉性障害児の対人的相互反応の促進に
つながるという認識の存在が示された。この結果を受けて、保護者支援の視点について考察した。
第 7 章では、関わり手の非慣用的言語行動に対する理解過程を明らかにすること、また、関わ
り手の発話内容と自閉性障害児の応答との関連について検討した。自閉性障害児と関わり手を観
察した結果、関わり手の非慣用的言語行動に対する理解には段階があることが見出された。また、
関わり手の非指示的発話が自閉性障害児の応答を促進していることを明らかとした。このことか
ら、コミュニケーション促進方略としては、関わり手による非慣用的言語行動への理解と発話内
容が重要であることを指摘した。
第 8 章では、非慣用的言語行動の機能特性に基づく自閉性障害児とのコミュニケーション促進
方略について総合的考察を行った。まず、非慣用的言語行動の機能特性(第 E部)と非慣用的言
語行動に対する関わり手の理解(第E部)について本研究で得られた知見をまとめた。そして、
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非慣用的言語行動を発話する自閉性障害児に対する介入方略として、①関わり手の非指示的発話
の意義、②関わり手の指示的発話の意義、③会話ターン充足機能の意義という 3 つの視点から整
理した。その上で、近年注目されつつある療育モテ、ルのサーツモテ、ルと本研究の知見との関連を
示した。
最後に、今後の課題として、①自閉性障害児に対する療育論として関わり手の理解変容過程
を検討する必要性、②非慣用的言語行動の発達と言語発達理論との関連を検討する必要性が挙げ
られた。
〈論文審査の結果の要旨〉
非慣用的言語行動は自間性障害児の中核となる特性であるにもかかわらず、自閉性障害児のコ
ミュニケーションについて、非慣用的言語行動の機能特性に着目し、支援のために必要な基礎的
な研究および実践的研究は、国外においては非常に数少なく、国内においてはほぼ皆無の状態で
ある。このような現状にあって本論文は第一に、非慣用的言語行動には、対人的相互反応が認め
られない機能から、他者へ意図を伝達する機能まで、多くの機能特性があることを実証的に示し、
第二にこれらの非慣用的言語行動の機能特性に基づき、関わり手と自閉性障害児のコミュニケー
ションを促進する方略について検討することを目的としている。
本論文においては、まず非慣用的言語行動の機能の発達過程について検討し、継続する傾向を
示す機能や消失する傾向を示す機能があることを明らかとした。この結果は、これまで仮説的な
段階モデルが提唱されるにとどまっていた先行研究の知見に対して、新たな発達モデルを実証的
に提示したこととなった。次に、自閉性障害児が非慣用的言語行動の機能を利用することによっ
て、関わり手とのコミュニケーションを促進していく過程について検討し、対人的相互作用段階
によって利用される非慣用的言語行動の機能が変容していくこと、及び関わり手の非慣用的言語
行動に対する理解段階に応じて、自閉性障害児・関わり手相互のコミュニケーションが展開して
いくことが示された。さらに、関わり手の非指示的発話が自閉性障害児の応答を促進しているこ
とや、関わり手の先行発話の種類(高・低制約的発話)によって、自閉性障害児の非慣用的言語
行動の機能が異なることが明らかとなった。このような関わり手の非慣用的言語行動の理解や先
行発話との関連は、非慣用的言語行動を利用したコミュニケーションを行う場合、関わり手の発
話を調整することの重要性を指摘し、支援の際の重要な視点を提供するものである。本論文では、
以上の知見を非慣用的言語行動を用いる自閉性障害児とのコミュニケーションに対する介入方略
として自閉症療育論のなかに位置づけている。
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本論文に対しては、非慣用的言語行動のみにとどまらず通常言語にいたる発達についてさらな
る検討の必要性が残されており、コミュニケーション促進に関して、関わり手の理解変容過程と
自閉性障害児の通常言語への展開との関連の整理が充分ではないという問題が指摘できる。しか
しながら、このような課題は残されているものの、本論文は、自閉性障害児の非慣用的言語行動
を介したコミュニケーションを機能特性という点から綿密に検討し、斯学の発展および自閉性障
害児への心理教育的支援に大きく寄与する内容として評価できる。
よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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